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１．研究計画の概要 
 本プロジェクトで追究することは，人口が
減少するもとで，わが国の経済構造がいかな
る方向に変化しうるかについてのビジョン
を提示することである。人口減少という現象
を深刻に捉えるべきか否かについて，数多く
の議論がなされているが，「経済理論の立場
から」一定の回答を提示することによって学
術的に貢献すること，そして人口減少とグロ
ーバル化とに立ち向かわなければならない
今世紀において，わが国がどのような経済政
策をとることが望ましいかを考察すること
を研究の目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 平成 20 年度には，研究目的の「日本の人
口減少問題と経済」を考察するために大変に
役立つと考えられる理論的手法について，重
点的に研究した。その成果は査読付学術雑誌
（以下の項目５を参照）より公刊された。 
 
(2) 平成 21 年度には「晩産化が経済成長経路
に及ぼす効果」についての分析結果を論文と
してまとめた。現在はそれを改訂しながら，
国際的学術雑誌に投稿しているところであ
る。 
 
(3) 平成 22 年度には「高齢化による介護需要
の増加が，経済成長経路に及ぼす効果に関す
る理論的な分析」についての成果を論文とし
てまとめた。現在はそれを国際的学術雑誌に
投稿しているところである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

現段階までについては，それぞれの年度当初
の交付申請書の研究実施計画に掲げた事柄
からは大きく外れることなく，コンスタント
に論文執筆ができている点は順調だといえ
る。同時に投稿論文の審査結果を受け取るま
でに要する時間がやや長い点についてはも
どかしさを感じる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残りの 2 年においても，国際的な査読付学術
雑誌に投稿することを念頭に論文の執筆を
積極的に行う予定である。また，それを行う
ために，有用な文献やデータ類の入手，学会
や研究会への積極的な出席を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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